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【基本事項】

テーマ 物理実験

キーワード
物理現象
測定技術
レポート作成

【授業要旨または授業概要】

本授業では，レポート作成のための講義と基礎的な10テーマの物理実験を行うことにより
レポートの書き方や実験の基礎技術を習得する．各テーマで扱う物理法則を理解すること
で物理現象に対する基礎的な知識・考え方を身に付ける．

【学修の到達目標】

(1) 「エネルギー」・・・自由落下する物体について力学的エネルギーの保存を理解す
    る．電熱を利用して熱の仕事当量を測定し理解する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自ら考える力，成し遂げ力】
(2) 「振動と波動」・・・弦の長さと振動数および張力と振動数の関係を理解する．空
    気中を伝わる音波の共鳴現象を理解し，音速を導出する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自ら考える力，成し遂げ力】
(3) 「光」・・・光の回折と干渉より光の波動的性質を理解する．回折格子を用いて白
    色光の分光スペクトルを観測し理解する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自ら考える力，成し遂げ力】
(4) 「電磁気」・・・電流の磁気作用と電磁誘導を理解する．荷電粒子に働く力の存在
    を確かめ，比電荷を求める．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自ら考える力，成し遂げ力】
(5) 「回路の基礎」・・・コンデンサーの充電過程の電圧変化より過渡現象を理解し，
　　時定数を求める．交流に対するコンデンサーの性質を理解する． 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自ら考える力，成し遂げ力】
(6) 基本的な測定技術およびレポートの書き方を習得する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【自ら考える力，成し遂げ力】

【授業計画】
◆スケジュール

※シラバスは配布しないので，各自で印刷，または電子ファイルをダウンロードして確認
　すること．

第 1回 10/02 本科目の受講に関するガイダンス，有効数字と精度計算について
          (配布資料で講義する)
          (教科書の基礎編「II測定値の取り扱い」をよく読んでくること)
第 2回 10/09 レポート作成授業1
          (教科書の基礎編「IVオームの法則」の「2解説」および「3実験方法」の項を
           よく読んでくること)
第 3回 10/16 レポート作成授業2
          (教科書の基礎編「III実験ノートおよびレポートの書き方 」の項をよく読ん



           でくること)

        以下に4回目以降の実験テーマを示す．
                              (実施する実験テーマは番号順序通りとは限らない)

第 4回 10/23 (力学的エネルギーの保存)
第 5回 10/30 (熱の仕事当量)
第 6回 11/06 (弦の固有振動(横波) )
第 7回 11/13 (音の速さ(縦波) )
第 8回 11/20 (光の回折と干渉)
第 9回 11/27 (回折格子(レーザー光と白色光) )
第10回 12/04 (電流の作る磁場)
第11回 12/11 (電子の比電荷)
第12回 12/18 (時定数)
第13回 01/08 (インピーダンス(交流抵抗) )
第14回 01/15 レポート相談日および補充実験日

◆予習・復習

・第4回から第13回の各実験テーマについては教科書テーマ編の「2解説」および「3実験
　方法」の項をよく読んで予習をしてくること．

・レポートは提出日に採点が行われる。訂正すべき箇所があればその部分を指摘して返却
　するため，追加・修正し再提出すること．

◆集中授業の期間
未⼊⼒

【履修上の注意点】

・安全に心掛けて実験を行うこと．

・授業中は質問をする時間は十分にあり，各教員はそれにすぐに対応できる状態にあるの
　で，積極的に質問をすること．授業時間以外の質問は各教員のSナビを活用すること．

【成績評価の基準および⽅法】

(1) 各レポートを採点しS，A，B，C，Eで評価する．到達度90%以上でS，80%以上でA，70%
    以上でB，60%以上でC，60%未満はEである．
(2) レポートの採点基準は，授業の第1回目に詳細に説明する． 
(3) 実験科目なので作業中の取り組む姿勢を評価する．
(4) 出席回数が授業回数の3分の2に満たない場合は／評価となる．

【教科書・参考書】

区分 書 名 著者名 発⾏元 定価

教科書 物理学実験
東海⼤学物理学実験テキ
スト編集委員会編

学術図書出版社 2,000

参考書
⼤学⽣・エンジニアのための関数電卓活⽤ガ
イド

遠藤雅守 森北出版 1,728

【その他の教材】

「教科書」には実験を行うための原理や測定方法等が詳細に説明されている．さらに深く
学びたい学生は教科書に掲げた参考書を利用すること．

【担当教員への連絡⽅法】

成績責任教員（遠藤）のSナビ担当時間は月曜3限である．また問い合わせはE-mailでも受
け付ける．（endo@tokai.ac.jp）

実験の内容に関連した情報が以下のwebページにあるのでレポート執筆のときは参考にす
ること．
物理実験室：http://www.sp.u-tokai.ac.jp/kbutu/tp.htm
遠藤研究室：http://teamcoil.sp.u-tokai.ac.jp または「endo lab」→検索


